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本フォーラムは、農業ビジネスを事例に、事業が立ち上がり、
成長し、軌道に乗っていくまでのプロセスを学ぶフォーラムです。

生産だ け で な く 、商 品 づ く り 、価 格 設 定 、販 路 開 拓 、人 材 や 組 織 づ く り な ど 、
農 業 経 営 を 持 続 可 能 な ビ ジ ネ ス へ と 育 て る た め に 必 要 な 視 点 を 共 有 し ま す 。

農 業 関 係 者 は も ち ろ ん 、企 業 経 営 や 新 規 事 業 、
地 域 ビ ジ ネ ス に 関 心 の あ る 方 に も 、実 践 的 な 学 び を 得 ら れ る 内 容 で す 。

モスぴーホール

14：00 ～ 16：15頃
( 受付開始 13 時 30 分～ )

神奈川県川崎市宮前区宮崎 2-1-4 セレサモス宮前店 2 階

かわさき農業
ビジネスフォーラム
～進化するかわさきの農業ビジネス～

無料
定員 (先着)名50

お申し込み期間
1月30日（金）まで

※オンライン視聴もあります！

参加費

株式会社 Slow Farm
安藤 圭太氏

Ki ranah  Fa rm
 森  彰人氏

株式会社 WALA
野口 豪氏

ten 株式会社
ファシリテーター

丸山 祐樹氏
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川崎市経済労働局都市農業振興センター農業振興課
TEL 044-860-2462

モスぴーホールJAセレサ川崎
神奈川県川崎市宮前区宮崎 2-1-4 JA セレサ川崎大型農産物直売所
「セレサモス」宮前店 2 階

https://www.jaceresa.or.jp/agri/ceresamos/

来場による参加

オンライン（ Zoomウェビナー）による参加参加
方法

https ://ws. formzu.net/fgen/S66662011/

https://us06web.zoom.us/webinar/register/
WN_W28ObzdURxaSpXQB8xUu9g

・オンライン視聴はZoomウェビナーを利用します。  ・オンライン（Zoomウェビナー）による参加※１部 /２部のみ配信
・上記申込サイトからお申込みの方には、Zoomのメールアドレス「np-reply@zoo.us」より登録受付完了のお知らせと、当日アクセスいただく
ウェビナーURLが自動送信されます。メールが届かない場合は、迷惑メールと認識されている可能性がありますので、PCの設定等をご確認ください。

参加希望の方は 1 月 30 日までに下記申込フォームよりご登録ください。
参加お申し込み方法 都市農業活性化連携フォーラム

WEB

会 場

主な内容

Zoomウェビナー
事前登録フォーム

川崎市内で農業に取り組む農業者と、
「農」と関わる商品づくりや事業を
行う商工業者が登壇します。
就農・起業の背景から、営農開始後の
苦労、商品づくり、販路開拓、農業特有
の地域との連携など、成功と課題の
両面を含めたリアルな事業ストーリー
を共有します。

・就農 / 創業の背景
・作物や商品の選び方
・商品づくり・加工・販売の工夫
・商工業者との連携の実務
・使ってよかった支援制度 etc . . .

深掘りポイント

・農業者と商工業者が大事にしていること
・うまくいった連携の共通点
・事業を広げるときに考えたい仕組み
・経営指標  e tc . . .

目指す成果

・新しい連携のきっかけが生まれる
・新規就農者や販路拡大を目指す
　農業者を支えるつながりが広がる
・農 / 商 / 工 / 行政が顔の見える
　関係になる etc . . .

ファシリテーターを交えて、農業を
事業として続けていくために、どんな
考え方が必要なのか。連携がうまくい
くとき、何がポイントになるのか。
売上や原価、利益の考え方など、経営の
土台となる数字も交えながら、できる
だけ分かりやすく整理します。

登壇者や参加者、行政担当者が自由
に話せる交流の時間です。
ビジネスを軌道に乗せるポイント、
商品開発や販路づくりなど、 「こんな
ことできるかも」「こんなことやっ
てみたい」という話が生まれる場を
目指します。名刺交換だけで終わら
せず、 次につながる関係づくりの
きっかけとしてご活用ください。

第１部 第 3部第 2部
基調講演

～かわさきの農業ビジネスのリアル～ ～農業×経営の本音～
トークセッション　 交 流 会

会場

ライフ
宮崎台店

電車とバスの
博物館

宮崎第一
公園

モスぴーホール

宮崎
台駅
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株式会社 Slow Farm
安藤 圭太氏
麻生区早野にあるイチゴ農園。都心近郊
の立地を活かし、観光農園を行ってい
ます。農園内には自社で運営するパティ
スリーがあり、無駄なく生産物を使用
する事に取り組んでいます。

Kiranah Farm（キラナファーム） 
森  彰人氏
LEDを活用した水耕栽培で、温度・湿度・
CO2濃度などを完全に制御し、農薬も
一切使用することなく、通年で安定
したエディブルフラワーの栽培を
行っています。

株式会社 WALA
野口 豪氏
農業の可能性を拡げ、あらゆる人が輝ける
場を作るために、農商福連携の形で「はたら
く農園」「はたけベーカリー」「地域と触れ合
うワークショップ」の３つの事業をはたけ
ワークブランドとして展開しています。

ten 株式会社
丸山 祐樹氏
川崎市を拠点に、Made in Local（地産）を
テーマにTETO-TEO（カフェ）Len（ベーカリー）
Nokuchi-Lab.（シェアマーケット）等を運営し、
地域に根ざした食と場づくりによる新たな
価値創出を目指しています。

お問合せ


